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【注意事項】
※１：図中に示す移動式クレーンの吊り能力を原則とする。
※２：下表により、クレーンの吊能力より分解・組立に必要なスペースを確認すること。
※３：平成25年度版の橋梁架設工事の積算p.41に示すフローチャートにより、地盤改良を行うこと。

【移動式クレーン車種選定フローチャート】
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【H25年度版：橋梁架設工事の積算p.39より】


